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実証事業説明資料

潜在助産師を活用した、地方における
育児期の女性の職場復帰を支援するオンライン相談事業：
「The CARE for Community」実証実験
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厚生労働大臣の免許を受けて、助産又は妊婦、じょく婦若しくは新生児の
保健指導を行うことを業とする女子 保健師助産師看護師法より

はじめに

性教育 思春期 妊活

妊娠・出産 子育て 更年期

年齢や性別関係なく、人生に幅広く貢献できる仕事

◆助産師とは
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はじめに

助産師コミュニティー事業

約2年前にInstagramを活用し、

全国でコミュニティ形成を開始。

現在はSNSグループで約300名、

独自コミュニティシステムで

約120名の助産師コミュニティを運営
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はじめに

助産師検索サイトの運営

助産師は医師と同じく開業権をもつ。

また近年フリーで働く人も増えたが、

専用の検索媒体がなく近くの助産師を

すぐに、簡単に見つけることは困難だった。

助産師検索サイト「Meets the Midwife」は
生活者と助産師を繋げる日本で唯一の

検索システム。

日本初
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はじめに

顧問助産師サービス「The CARE」は、
看護師資格と助産師資格、また保健師
資格をもつ助産師が、はたらく人の健
康と子育ての悩みを、職場とプライ
ベートの両側から支える。

サービス提供はオンラインを活用し、
潜在助産師でも働きやすい仕組みを構
築。ただのオンライン相談サービスで
はなく、専属の助産師を配置すること
で、助産師と企業、助産師と従業員の
密な関係性を重視。

日本初

顧問助産師事業
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潜在助産師を活用した、地方における
育児期の女性の職場復帰を支援するオンライン相談事業：
「The CARE for Community」実証実験

弊社の実証事業テーマ
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実証内容

事業目標：

１）地方における女性の妊娠・出産等の
ライフイベントにおける離職の現状把握

２）助産師のオンライン相談サービスの
有用性評価

３）収益性を担保するためのサービス展
開方法の検証

対象：

長野県内在住の育児休業中の女性および
家族

実証内容：

同地域の潜在助産師による24時間365日
オンラインシステムを用いた健康と子育
て個別相談

評価指標：

・ワーク・ファミリー・コンフリクト尺
度（渡井ら：2006年）

・職場復帰意欲 など
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ポイント

１ 地域社会を対象とした助産師オンラインサービス

２ 再び社会に貢献したいと願う同エリアの潜在助産師の活用

助産師現状：

病院等の就労環境が合わずに離職している助産師は増加。75歳以下の助産師免許有資格者は約7万人＊

であり、そのうち約半数 (32,387人） が助産師として就労せず潜在化している。

サポートを行う助産師は地域の潜在助産師に依頼予定。＊当社調べ

３ 外部機関との連携

研究機関として

国立大学法人信州大学（村上 寛氏，医学部 周産期のこころの医学講座 特任講師）との連携

よって、対象地域は長野県とする

地域社会特徴：

・出生数の減少や産科医不足による出産施設の集約化等により「妊産婦の孤立」の課題が顕在化

・新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、対面でのサポート、サービス等が限られる社会情勢の中、

「オンラインツール」等を活用した非接触型のサポートサービスの提供が急務になっている。
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実施方法
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